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例えばロジステック写像XD+1-aXn(卜 Xn)を例にとるo周期2のとき tl- l4十2a-







tlより小さいならF｡はまについて 回 <t｡で連続,かつXoについて微分可能である｡ し
かし,もしF｡の収束半径がFlのそれより大きいと,Foは 回 < tlでは連続 かつ微分可能
であるが, tl<回 < t｡の区間では連続であるが微分不可能な関数になるoF｡(i,X｡)は,
その区間のtにたいしてX｡の関数としてフラクタルな性質を示すoFoの収束半径は io-1







Y｡ - i" '1YN･1十 5.xntn
が得られる.ここでN-∞とするとY.はF｡を与えるo即ち,これら2個のアトラクタのba-
sinboundary を表していることがわかる｡このとき boundaryはフラクタルになり, そのフ
ラクタル次元は1<DF≦2であるo
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